
私
の
学
生
時
代

わ
が
青
赤
に
悔
あ
り

近
真
よ
く
多
を
み
る
。
き
ま
っ
て
野
戦
従
即
力
〕
勺

生
時
代
の
聖
あ
る
。

戰
条
と
大
学
、
凡
そ
両
立
し
な
い
異
質
な
も
の
が

心
の
底
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。
思
え
ぱ
従
軍
生
活

も
人
永
、
阿
志
社
生
活
も
六
年
、
わ
か
卜
U
*
↓
二
俸

丘
が
、
い
ま
夜
と
と
の
眠
り
に
訪
れ
て
く
る
の
で

あ
ろ
う
。
野
戰
の
渉
は
こ
の
稿
に
関
係
は
な
い
子

科
丸
昭
の
三
年
点
Y
部
角
側
の
三
年
の
追
憶
急
い

出
す
ま
ま
に
辿
っ
一
み
ょ
う
。

0
桜
咲
く
国
、
さ
く
ー
ら
さ
く
ら
し
と
#
を
告

げ
る
レ
ヴ
ユ
ー
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
街
に
流
れ
、
彰

器
の
桜
談
い
一
、
漆
の
色
と
霄
り
力
会
に

、

九
ご
よ
、
つ
ー
く
良
き
峅
代
Ⅲ
洞
カ
ノ
ー
の

余
名
の
エ
リ
ー
ト
の
一
人
と
し
て
人
学
予
翆
0
校
門

を
く
ぐ

゛
」ナ

＼
ν
:
^
.
↓
J
.
Υ
、
.
、
)
J
 
^
"
.
孑
 
1
門
一
力
、
'
U
夕
4
 
1

よ
、
つ
^
く
^
^
^
け
た
^
^
を
^
^
^
い
と
^
卯
一
り

つ
け
ら
れ
一
び
く
)
し
北
'
H
山
と
武
児
を
.
祀
村
ナ

る
冊
志
社
に
し
て
え
ら
い
奴
が
シ
る
わ
い
と
先
パ
の

^
め
^
九
^
和
^
恨
を
問
^
・
Ⅲ
し
北
こ
と
で
あ
る
Π
砂

峨
争
の
主
き
残
り
と
い
う
↓
H
武
十
的
存
わ
は
そ
の

後
も
黒
社
忙
ち
ょ
つ
と
場
喪
の
観
か
山
「
六

山
鹿
素
ヨ
に
私
淑
し
、
学
件
戴
群
の
ι
忍
に
バ
、

、

がき
る
先
生
の
巧
ま
ぎ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
窪
圖
動
と
孤
高

の
風
格
は
、
一
見
引
合
理
・
反
小
刊
的
な
石
町
工
人

木
体
操
と
と
も
に
予
利
の
名
物
で
、
和
か
筆
老
ら
を

魅
す
る
も
の
が
あ
っ
北
。

は
じ
め
て
チ
ャ
ヘ
ル
・
リ
ー
ヴ
ィ
ス
に
出
て
堀
牧

師
の
誠
電
」
剛
い
北
の
も
忘
れ
力
北
し

旧
創
川
校
の
入
試
に
落
ち
て
、
ミ
わ
ぱ
街
心
を
抱

い
て
同
志
社
に
身
を
窃
せ
九
第
者
ら
に
、
憂
国
愛
人

の
余
倩
に
燃
え
て
岡
志
社
立
芋
を
沽
さ
れ
北
豹
序
ハ
ノ

仕
ノ
粘
都
と
中
梁
一
誓
牧
部
の
.
昂
は
若
し
膨

心
υ
、
^
゛
ど
^
^
^
.
U
1
^
^
^
^
.
」
U
^
一
^
^
卸
り
と
^
!

と
●
~
よ
ひ
才
こ
し
J
/

本
田
正
一

2

.
ー

"
^
グ
Ⅱ
こ
ー
'
上
し
ー
^
^
打
U
Ⅱ
コ
カ
ら
ヨ
^
^
冴
一
L

m
學
の
べ
テ
ラ
ン
が
教
綬
の
み
之
」
"
に
も
多
い
の

こ
あ
ら
六
め
て
惑
心
し
た
。

洩
對
速
力
"
ー
ル
教
授
の
ミ
乱
ミ
フ

レ
削
ム

、

タ
ー
.
カ
ク
ス
、
ミ
ス
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
A
嘉
、

お
ま
け
に
誤
(
加
艦
年
教
授
)
、
心
郡
(
詞

教
授
)
、
西
洋
史
(
山
田
教
授
)
ま
原
尭
っ
九
か

ら
英
"
け
適
十
四
岡
囲
あ
っ
北
 
T
H
O
Uこ

ば

Y
O
U
 
O
U
R
 
S
U
B
J
E
C
T
S

ー
ー

じ
ま
ろ
南
石
教
授
の
英
訳
教
育
勅
1
の
岫
舗
と
ず
竹

文
の
券
か
"
央
誓
は
却
力
さ
れ
た

新
入
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で
、
数
侶
す
で
に
澗
々
と

米
人
教
帥
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
,
ン
゛
ぜ
や
る
名
力
し
る

の
に
は
摂
き
で
山
っ
九
。
か
え
ー
み
て
わ
か
引
才
を

^
し
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

そ
n
で
も
蛍
雪
ω
功
む
な
し
か
ら
ず
、
予
科
三
年

の
時
、
速
水
教
授
の
お
県
え
で
器
飢
大
学
軍

生
の
器
煕
永
庭
教
帥
を
一
年
や
っ
北
。
週
二
回
、
月

七
内
の
刀
謝
」
六
円
に
値
例
ら
れ
北
が
、
い
ち
だ
ん

と
語
ど
よ
翻
い
年
長
者
に
、
ち
.
つ
ひ
り
俊
越
感

を
も
て
け
っ
こ
う
自
分
の
勉
学
に
も
な
っ
六
。

イ
ツ
苓
は
和
田
羊
一
教
授
、
ド
イ
ツ
会
勢
ト

、
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刃
円
W
^
町
父
よ
Ⅷ
埒
・
一
,
J
^

、

ク
タ
ー
.
、
ソ

独
文
科
を
で
て
早
々
教
壇
に
立
北
れ
た
か
ら
、
若
さ

と
熱
で
筆
者
ら
を
導
か
れ
、
こ
ち
ら
も
懸
命
に
つ
い

て
行
っ
た
。
和
田
教
授
と
ド
ク
タ
ー
・
シ
ル
レ
ル
の

発
音
の
相
窯
な
ぞ
指
摘
し
て
和
田
教
授
に
つ
め
よ

り
、
困
ら
せ
て
得
愆
が
っ
た
り
し
た
。

穫
現
代
に
な
る
が
、
昭
和
三
十
八
年
十
旦
西

ド
イ
ツ
射
、
チ
ー
ム
を
六
小
都
に
迎
え
、
月
'
社
勢
を

モ
^
と
^
る
^
^
"
^
^
チ
ー
ム
と
^
^
一
ゞ
^
^
^
^
9
ぜ

行
な
っ
九
。
こ
の
閉
会
挨
拶
を
筆
者
に
命
ぜ
ら
れ
、

三
十
余
年
前
の
お
ぽ
ろ
な
紀
憶
を
た
よ
り
に
、
前
半

を
ド
イ
ツ
悟
後
半
を
拠
語
で
:
:
:
令
文
ド
イ
ツ
誓
と

す
る
べ
く
わ
が
能
力
光
隈
度
が
あ

生
れ
て

は
じ
め
て
一
嵯
小
っ
た
と
一
ろ
、
西
、
、
 
4
ツ
チ
ー
ム

団
,
ン
マ
ー
マ
ン
氏
、
後
に
臼
く
、
英
湧
方
は

よ
く
分
ら
な
力
っ
九
が
ド
イ
ツ
語
の
方
は
N
咋
で
き

九
。
」
と
い
う
の
で
い
き
さ
か
気
を
よ
く
し
て
い
る
。

も
つ
と
も
欧
州
人
は
お
川
辞
が
う
ま
い
か
ら
植
一
川
通

り
に
は
と
っ
て
ま
せ
ん
が
ね
。
白
紙
答
案
を
捉
出
し

て
も
五
十
点
は
つ
け
て
下
さ
っ
た
菊
川
教
授
、
荒
木

教
綬
の
凍
氏
物
稿
・
平
女
物
ム
ー
ド
の
解
説
、
煉
林

教
授
の
搖
姚
た
ろ
唐
詩
選
訳
は
そ
れ
ぞ
れ
天
ド
逸
品

だ
た
し
、
蛇
博
士
の
牧
敏
授
の
進
化
煙
他
忠
上

小
が
縱
聴
に
く
る
ほ
ど
興
深
く
人
気
が
あ
「
北
。

了
湘
で
山
ま
り
迫
究
、
*
つ
て
る
と
角
岬
力
か
ふ

^
^
^
,
^
ら
、
こ
^
^
、
-
L
^
、
^
^
^
^
^
、
^
^
,
る
。

^
は
と
、
、
い
う
も
の
力
.
^
^
X
で
、
仟
旧
も
勺
了
も
釜

所
学
^
へ
一
打
く
と
い
う
風
潮
に
、
ち
ょ
つ
び
り
D
が

^
詩
^
一
^
^
の
^
^
^
^
^
し
た
^
ル
け
の
こ
と
で
山

る
。
輪
学
科
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ツ
総
員
二
十
九
名
、

小
ぢ
ん
り
と
ま
と
ま
っ
て
い
て
教
授
と
釜
が
斈

通
り
暖
い
象
族
の
上
う
な
が
囲
気
で
あ
っ
た
。

Ⅷ
埒
V
払
y
汎
敦
授
咋
は
仁
斤
一
~
占
、
念
(
絲
済

椋
倫
)
、
瀬
川
(
片
政
)
、
村
井
(
商
法
)
、
野
付
(
比
法
)
、

佐
煉
(
商
法
)
、
左
派
に
化
ハ
介
(
経
済
奥
)
、
林
瞬
(
絲

済
政
策
)
、
長
需
(
経
済
学
史
)
、
貝
島
(
政
治
学
)
、

林
偕
雄
(
民
法
)
、
小
ヴ
派
?
に
黒
川
(
金
辺
松

井
(
社
会
学
史
)
才
雁
(
統
寸
)
、
難
波
(
社
会
学
)
、

田
畑
(
憲
法
)
の
教
授
、
助
教
授
・
・
:
・
裏
十
肥
憶
誤
り

あ
る
や
も
知
れ
.
よ
・
・
・
・
・
・
キ
ラ
門
E
の
と
と
く
、
さ
ら
こ

京
大
か
迄
歩
牟
の
満
教
授
を
満
師
に
迎
え
、
こ

れ
力
沖
然
融
羽
?
し
て
南
・
永
従
嶋
、
万
花
競
艷
四

う
ち
に
§
紗
な
.
十
'
久
、
様
っ
て
い
た
。

し
か
し
司
'
社
の
.
平
和
ψ
ハ
ラ
ン
ス
も
や
が
一
虐

え
る
こ
と
と
な
る
、

満
悦
劣
輪
に
山
湃
と
し
、
起
る
ナ
シ
,
ナ

リ
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ス
ム
の
嵐
は
 
H
本
の
Ⅲ
黨
界
、

政
界
、
Υ
界
を
人
き
く
ゆ
る
か
し
た
。
東
大
一
'
剖

博
寸
の
火
'
関
沈
,
が
大
所
教
授
の
'
瓶
熊
戎

刑
法
γ
兇
に
対
す
る
小
都
筬
^
ム
四
土
力
「
卜
渉
、
き
ら

附
内
八
^
温
り
な
く
Υ
翆
^
、
」
松
γ
泌
法
村
利

に
進
む
。
特
に
鷲
1
を
窕
め
よ
う
な
そ
と
い
う
殊
併

.
t
心
J
セ
も
北
わ
け
で
は
な
し
力
ψ
虻
ム
ー
~
上

3

肌lfをかぷった人が冰:m氏

ノレ

レ

ル
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に
示
大
法
学
部
教
授
の
迎
訣
辞
職
小
件
等
、
鞁
機
を

孕
ん
だ
内
外
竹
勢
は
象
牙
の
端
の
み
笈
住
の
場
北
ら

し
め
な
か
っ
た
。

刷
志
社
も
そ
の
例
外
で
な
く
物
帖
騒
然
、
器
孤
都

博
上
毓
護
、
滝
川
教
授
支
特
の
声
例
が
決
議
せ
ら
れ

る
か
と
忠
え
ば
、
ま
九
こ
れ
に
反
対
す
る
.
"
明
枇
か

需
さ
れ
九
り
、
カ
ム
の
対
゛
は
次
第
に
激
化
し
て

需
が
?
う
き
、
や
が
て
任
谷
教
授
以
F
左
派
の
総

退
陣
で
一
応
学
内
の
収
拾
は
は
か
ら
れ
た
か
、
後
さ

ら
に
右
派
と
残
留
左
派
・
中
立
派
の
抗
争
が
第
二
、

誓
串
件
に
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
、
同
志
社
の
り
べ

ラ
リ
ズ
ム
は
戦
火
の
影
に
没
し
さ
る
が
、
こ
れ
は
m

老
ら
卒
業
後
の
こ
と
に
属
す
る
。

対
す
る
不
仁
1
:
・
怠
け
氾
よ
い
U
突
で
あ
る

か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
射
撃
競
技
、
ス
ホ
ー
ツ
に
逃
避
し

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

射
峡
剖
長
か
歴
代
凡
属
将
椴
で
あ
っ
九
関
係
上

こ
の
力
々
に
は
叫
愛
が
て
も
ら
っ
北
。
当
時
、
若

下
田
弼
将
校
グ
ル
ー
フ
桜
会
の
人
六
ち
と
も
交
り
力

で
き
、
適
W
1
に
利
川
も
さ
れ
、
ま
九
こ
ち
ら
も
利
川

し
九配

属
将
校
と
い
ぇ
ば
埴
亭
教
練
実
施
以
来
、
白
由

主
義
の
牙
城
畢
心
社
に
陸
小
竹
は
大
物
を
寄
こ
し
て

い
九
だ
ん
元
ん
刈
力
」
さ
く
な
一
て
な
力
に
は

く
だ
ら
な
い
の
も
い
六
け
れ
ど
、
つ
き
あ
っ
て
み
る

と
そ
れ
ぞ
れ
な
か
な
か
人
惜
眛
あ
つ
い
人
た
ち
で
あ

つ
ナ春

秋
射
撃
の
シ
ー
ズ
ン
は
よ
く
馴
裟
は
サ
ボ
た

が
、
外
国
語
は
出
欠
を
と
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
哨
冏

は
精
勤
し
北
。
な
に
ぶ
ん
法
愁
上
科
は
人
数
が
少
い

の
で
訳
統
お
剰
芳
し
の
煩
播
か
!
ー
か
九
け
れ
ど
、

テ
キ
ス
ト
は
噂
円
鼎
脚
さ
、
ブ
劃
鮒
す
れ
ぱ
、
予
科
で

叩
き
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
わ
り
と
や
さ
し
か
北
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
ト
ラ
ス
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、
時
に

は
先
々
よ
り
巧
み
だ
っ
た
こ
と
倒
負
し
て
い
る
。

天
父
が
,
製
い
と
御
所
の
芝
生
で
り
ン
ゴ
を
噛
り
な

か
ら
制
メ
弦
都
"
ん
で
"
ψ
敦
を
山
い
北
り
テ
ィ
ス
カ

予
科
二
年
の
時
、
他
愛
と
な
い
税
由
で
ス
ト
ラ
イ

キ
が
あ
っ
え
り
し
た
が
、
ま
十
は
平
穏
無
嘔
な
時
代

一
小
ー
ト
、

一
フ
ク
ビ
ー
ス

で
^
」
^
の
^
芋
と
山

キ
ー
を
楽
し
み
、
射
唯
栩
に
郷
を
お
い
て
勉
半
と

ス
ホ
ー
ツ
を
適
当
に
向
立
さ
せ
て
い
え
け
れ
ど
、

部
で
は
余
り
に
も
般
烈
な
社
会
変
動
の
濤
に
も
ま
れ

て
そ
ん
な
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

こ
の
時
代
の
誰
し
も
が
味
わ
っ
力
で
あ
ろ
う
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
灯
"
、
七
〕
f
1
々
¥
H
へ
の
呼
y
 
w
f
"
U
 
こ

4

ツ
シ
ヨ
ン
し
六
り
、
終
る
と
師
弟
柑
連
れ
京
極
ま
で

ハ
イ
ク
し
、
松
竹
座
を
み
て
、
り
フ
ト
ン
で
紅
茶
を

の
ん
で
五
十
銭
で
足
り
た
。
学
ぶ
に
も
遊
ぶ
に
も
教

授
と
学
劣
互
い
の
血
と
血
か
通
い
、
心
と
心
か
ふ

0

れ
あ
う
思
い
で
あ
っ

た

学
期
に
入
る
。
猛
然
と
し
て
試
峻
勉
強
に
巡
進

す
る
0
 
鱒
f
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ツ
の
ノ
ー
ト
を
伯
り
て

ブ
ラ
ン
ク
を
う
め
る
。
吉
田
法
畊
厶
(
北
九
州
市

長
)
、
辻
本
一
郎
君
(
篇
,
誓
枝
長
)
、
右
田
飽
沿

(
郡
叟
区
長
)
あ
六
り
、
、
の
被
響
の
妓
た
る

も
の
で
あ
る
今
こ
の
誌
上
を
か
り
L
諸
兄
の
友
情

に
改
め
て
深
謝
し
九
い
。
お
か
げ
で
人
並
み
に
女
楽

が
で
き
た
。

^
い
^
^
一
^
^
^
^
^
、
、
^
^
M
^
^
^
^
、
^
^
し

こ
の
狐
位
は
ア
ル
フ
ブ
ベ
ッ
ト
棚
で
み
る
。
死
ん
だ

稲
と
い
う
優
秀
な
成
栽
一
点
f

親
父
は
つ

い
に
ト

が
法
学
士
に
な
っ
た
と
偏
じ
て
い
る
。
思
え
ば
悔
多

き
北
U
弁
^
じ
あ
っ
九
。

(
鵬
十
一
大
歓
卒
・
京
都
府
監
査
委
員
事
務
局
勤
務
)

山
ナ
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